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1　問題設定
　福音書には、さまざまなイエスの身体動作が描かれている。イエスが地上の
生を送ったことを強調する意味でも、イエスの肉体性は聖書記者たちの関心を
惹いたと思われる。しかし、それらの動作から読みとれる意味は必ずしも明ら
かではない。本稿ではイエスの身体動作のうち「立つ」に注目し、その意味を
探る。
　われわれが既に検討したイエスの動作は次のとおりである。ルカ福音書に特
徴的にみられるイエスの「振り返り」は、あるべき信仰の姿を示す教育的な意
図を持っていた1。共観福音書における「叱る」という動作は、「叱る」が各福音
書におけるイエスに対する考え方の違いを示している2。共観福音書におけるイ
エスの「呼び寄せる」という動作は、弟子たちや群衆に対して奇跡や教えを提
供するときの動作となっていること、また各福音書において用い方が異なって
いることが判明した3。「座る」という動作は、「教える」行為と関連しているこ
とに加え、「座る」という動作のみの記述によってイエスが教えているという内
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 1 拙著「ルカ福音書における『振り返る』イエス」、『基督教研究』（同志社大学基督教研究会）
59巻1号、1997年、50-66頁。
 2 拙著「共観福音書における『叱る』イエス」、『ヴィア・メディア』（ウイリアムス神学館）第
7号、2012年、36-47頁。
 3 拙著「共観福音書における『呼び寄せる』イエス」、『ヴィア・メディア』（ウイリアムス神学
館）第8号、2013年、18-29頁。
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容を示すように変化してきたことも捉えられた4。
　これまでの考察の結果、イエスの身体動作を通して福音書記者が伝えたかっ
たこと、あるいは福音書記者の意図を超えて文書が語りかけているメッセージ
を考えることは、言葉による直截的なメッセージとは別の手段による福音の伝
達と考えることができるだろう。しかもそれらは、読者がそれほど意図してい
ない形で示され、誘導されているものだといえる。これら、身体動作を通した
伝達というレトリックを明らかにしていくことは福音書を理解する上での大き
な鍵となるであろう。それは当該動作の歴史的な有無とは別の次元で論じられ
るものである。
　分析の方法として、「立つ」を意味する原語の各福音書における用例を確認し
た上で、各福音書間の記述の相違、またそれぞれの福音書での特徴的な部分に
着目し、それぞれの福音書において読み取れる内容を考察していく。また同時
代文書に見られる類似の用例を検討する。
　イエスが「立つ」動作について、まとまった研究は管見の限り見られない。
その他辞書・事典類では関連する語についての項目は挙げられているが、福音
書間の関連や相違については十分に記されていない。なお関連する研究書として、
フォーヴィンドによる福音書におけるイエスの感情表現についての研究5があるが、
今回扱った「立つ」に関する内容は見られない。本稿は、このような空白を埋
めることによって、福音書表現のもつ文学的機能の一端を解明することを目的
とする。
2　テキスト
　本稿において考察の対象とする「立つ」とは、「立っている状態である」こと
 4 拙著「『座る』イエス」、『ヴィア・メディア』（ウイリアムス神学館）第9号、2014年、3-14頁。
 5 Voorwinde, Stephen, Jesus’ Emotions in the Fourth Gospel. Human or Divine? London/ 
New York: T&T Clark, 2005; ibid., Jesus’ Emotions in the Gospels, London/ New York: 
T&T Clark, 2011. 
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とする6。福音書においてこの意味で用いられる動詞は i[sthmiとその派生語であ
る7。これらを順次考察する8。
2.1　「立つ」を意味する動詞
2.1.1　 i[sthmi 9
　この語は「ある場所に存在する意を表す。そこから「立つ」「存在する」、そ
こから転じて「現れる」という意味で用いられている10。新約聖書では153回用
いられるが、福音書においてはマタイ21例11、マルコ10例12、ルカ26例13、ヨハ
ネ18例14が見いだされる。そのうちイエスの動作に関するものは、マタイ2回（20:32; 
27:11）、マルコ1回（10:49）、ルカ4回（5:1; 6:17; 18:40; 24:36）およびヨハネ5回（7:37; 
20:14, 19, 26; 21:4）である。
　マタイ20:32はマルコ10:49の並行箇所であり、道端に座っていた二人の盲人に
対し、イエスが「立ち止まって」この二人に話しかける場面である。27:11はイ
 6 日本語訳では「立つ」「立ち上がる」「立ち止まる」等が含まれるが、「立ち去る」は含まれない。
また日本語訳で同じ表現が使われているが、原語は異なるものも含まれない。
 7 「立ち上がる」と訳される原語には他に e vgei ,rwがあるが、これは「横になった状態から」
起き上がる（例としてマタ9:19、ヨハ13:4など＝これらは横になって食事をしている状態から起
き上がる意）ことに重点を置いており、「立った姿勢である」ことを対象とするここでの考察対
象からは外れる。
 8 以下の用例では新共同訳での訳語を挙げた。
 9 Balz, Horst und Schneider, Gerhard, Exegetisches Wörterbuch zum Neuen Testament, 3 
Bde., Stuttgart: W. Kohlhammer, 1980-83, Bd. 2, 504-9（以下EWNT）; Kittel, Gerhard, 
Theological Dicitionary of the New Testament, Grand Rapids, MI: Eerdmans, 1964, rep. 
1995, vol. VII, 638-653.（以下TDNT）
10 Bauer, W., Arndt, W. F., Gingrich, F. W. and Danker, F. D., Greek-English Lexicon 
of the New Testament and Other Early Christian Literature, Chicago: Chicago University 
Press, 20003, 482.（以下BAGD）
11 2:9; 4:5; 6:5; 12:25–26, 46–47; 13:2; 16:28; 18:2, 16; 20:3, 6, 32; 24:15; 25:33; 26:15, 73; 
27:11, 47.
12 3:24–26; 7:9; 9:1, 36; 10:49; 11:5; 13:9, 14. 
13 1:11; 4:9; 5:1–2; 6:8, 17; 7:14, 38; 8:20, 44; 9:27, 47; 11:18; 13:25; 17:12; 18:11, 13, 40; 19:8; 
21:36; 23:10, 35, 49; 24:17, 36.
14 1:26, 35; 3:29; 6:22; 7:37; 11:56; 12:29; 18:5, 16, 18, 25; 19:25; 20:11, 14, 19, 26; 21:4. な
お8:3にも用例があるが、後代の加筆であるためカウントから外した。
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エスの裁判において、総督の前に「立つ」状況を述べている。
　ルカ5:1は、イエスがゲネサレト湖畔に「立って」いたときに群衆が集まって
来るという状態である。なぜイエスがそこに立っていたのかの説明はない。6:17
はいわゆる「平地の説教」に先立ち、山から下りて平らな所に「立った」と述べる。
ルカ18:40はマルコ10:49の並行箇所である15。ルカ24:36は復活物語において、家
に閉じこもっていた弟子たちの真ん中に「立った」場面である。
　ヨハネ7:37は、イエスが祭りの終わりの日に「立ち上がって」大声で言葉を発
したと述べている。20:14はマリアが「立っている」イエスを認識する場面である。
20:19, 26はいずれもルカ24:36との並行箇所である。21:4は、漁に出ていたペトロ
らが湖岸に「立っている」イエスを見つけている。
2.1.2　avni,sthmi16
　この語は「立ち上がる」意で用いられ、新約に106回現れる。特に「復活する」
という意味で用いられることが多い。ここでは「復活」の意味を含まない、「立
ち上がる」動作について検討する。福音書ではマタイ4例17、マルコ16例18、ルカ
27例19、ヨハネ8例20がある。イエスの動作としては、マタイとヨハネには無く、
マルコ3回（1:35; 7:24; 10:1）、ルカ3回（4:16, 38; 22:45）が見いだされる。
　マルコ1:35では、イエスが朝早くに「立って」21人里離れたところに行き祈る、
という部分である。7:24はイエスがゲネサレトを「立って」22ティルスの地方に行っ
15 マルコとマタイが全く同じ形を用いている（sta ,j）のに対し、ルカは替えている（staqei ,j）。
田川はルカの方が正しい形であり、ルカのこだわりが見られるという（田川建三『新約聖書　
訳と註　2上 ルカ福音書』、作品社、2011年、417頁）。
16 EWNT, Bd.1, 210-221; TDNT I, 368-371; BAGD, 83.
17 9:9; 12:41; 22:24; 26:62.
18 1:35; 2:14; 3:26; 5:42; 7:24; 8:31; 9:9, 10, 27, 31; 10:1, 34; 12:23, 25; 14:57, 60. なお16:9に
も一例あるが、本来の本文でないためカウントしていない。
19 1:39; 4:16, 29, 38, 39; 5:25, 28; 6:8; 8:55; 9:8, 19; 10:25; 11:7, 8, 32; 15:18, 20; 16:31; 
17:19; 18:33; 22:45, 46; 23:1; 24:7, 12, 33, 46.
20 6:39, 40, 44, 54; 11:23, 24, 31; 20:9.
21 新共同訳「起きて」。
22 新共同訳「立ち去って」。
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たというところで用いられる。10:1も同様に、イエスがカファルナウムを「立っ
て」ユダヤ地方とヨルダンの向こう側に行った、という部分である。後者の2例
はほとんど同じ表現であり、マルコの編集句である。
　ルカ4:16は、イエスが会堂で聖書を朗読するために「立った」と述べる。これ
はユダヤ教での通例であった。4:38は、会堂を「立って」23シモンの家に入った
という場面である。22:45で、オリーブ山でのイエスは祈り終えて「立ち上がる」。
これはイエスがひざまずいて祈っていたこと（22:41）に対応する。
2.1.3　evfi,sthmi24
　この語は「そばに立つ意で用いられる。古典期ギリシャ語では、神ないし天
的な存在が夢や幻で現れる際に用いられるという25。新約の用例は21回で、3例
を除いてルカ文書に見られる。よって福音書でもルカのみに7例があり26、その
うちイエスによる動作は1例（4:39）のみである。
　ルカ4:39では、シモンのしゅうとめの発熱を癒すために、彼女のそばに「立つ
という動作を述べている。
2.2　同時代文献における「立つ」の用例
2.2.1　旧約聖書27
　旧約聖書70人訳において、i[sthmiは頻繁に用いられる動詞である28。「契約を立
てる」等の神の世界への介入や（イザ46:10）、その神の前に人間（創18:22、ダニ
7:10）、また祭司（レビ9:5）が立つ例がある。モーセも神とイスラエルとの間に「立っ
て」いる（申5:5）。特に注目すべき例は、天使や神の使者の顕現を表すために用
23 新共同訳「立ち去り」。
24 EWNT, Bd. 2, 232; BAGD, 418. なおTDNT では扱われていない。
25 Fitzmyer, Joseph A., The Gospel according to Luke I-IX, AB, Garden City, NY: 
Doubleday, 1974, 408.
26 2:9, 38; 4:39; 10:40; 20:1; 21:34; 24:4.
27 本項目はTDNT およびEWNTを参考としている。
28 500例以上用いられている。
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いられる例である（創18:2、民22:24、申31:15、ダニ8:15, 12:5, 歴上21:15-16）29。
2.2.2　新約の他の文書
　前述のとおり i[sthmiはルカ文書において好んで用いられる。使徒言行録で頻繁
に見られるのは、裁判の場で立つ例である30。また黙示録では天使や神の使者の
前で立つ例が見られ31、上記の旧約聖書の用例を受け継いでいると考えられる。
また使7:55では天にいるイエスが神の右に「立つ」という表現が現れている32。
2.2.3　新約外典の福音書
　新約聖書の正典に含まれなかった福音書の中にも、「立つ」動作を表す表現が
含まれているものがある。成立時代はまちまちであるが、イエスの「立つ」動
作を理解する上で参考となる可能性がある。
　イエスが「立つ」例として、『バルトロマイ福音書』（5世紀？）4:16がある。
天使たちによって捕獲されたベリアルが天から引き下ろされるのを見て、使徒
たちが死んだようになった。そこでイエスはバルトロマイに霊の力を与え、ベ
リアルを踏みつけるように命じる。イエスは他の弟子たちと離れて立ち、バル
トロマイの様子を伺う、という場面である。
　またイエス以外の人物が「立つ」例では、同じく『バルトロマイ福音書』に、
マリアや使徒たちが祈りの際に「立つ」場面が見られる33。『ヤコブ原福音書』（2
世紀末頃）では、主の天使が「立つ」という表現が繰り返し見いだされる34。
29 Cf. Nolland, John, Luke 18:35-24:53, WBC35C, Waco, TX: Word, 1993, 1212; Bovon, 
François, Das Evangelium nach Lukas, EKK III/4, Neukirchen and Zürich: Neukirchner-
Benziger, 2009, 583.
30 使4:7; 5:27; 22:30; 24:20; 25:10; 26:6. 福音書ではマタ27:11とマコ13:9、黙示録では20:12
に見られる。
31 黙1:14; 7:11; 8:2.
32 Cf. ルカ22:69「人の子は全能の神の右に座る」。グルントマンは、これはイエスが単に存
在しているというだけでなく、天使たちのように神の前で従う者であることを表していると説明
する（TDNT, VII, 650）。
33 2:3, 6, 7（3回）, 13.
34 4:1, 4:4, 8:3, 11:2, 3, 20:3. 章節は八木誠一訳「ヤコブ原福音書」『新約聖書外典』（「聖
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2.2.4　その他の文献
　フィロン（前25？〜後45/50？）の『寓意的解釈』には、真の神以外に誰も立
つ[i[sthmi]ことはできない、という表現が見いだされる35。これは出エジプト記
2:12の、エジプト人のヘブライ人に対する虐待を見たモーセがエジプト人を殺し
たことに関する解釈の中で現れている。
　またフィロストラトゥス（後170？〜245？）『アポロニオスの生涯』の中に、
アポロニオスの言葉として、子の模範となるように父を立たせよ[i[sthmi]、とい
う言葉がある36。模範を示すことを「立つ」と表す例があったことを示している。
3　考察
3.1　「立つ」主体と内容
　四福音書における「立つ」について、イエス以外が主語になっているものの
特徴としては、マタイ14例37、マルコ13例38、ルカ29例39、ヨハネ9例40がカウン
トできる。これらの中には「立て」という呼びかけや、イエスの語りの中で現
れるものも多い。物理的な意味で「立つ」ものとしては、天使（ルカ1:11, 19）、
弟子たち（ルカ24:12, ヨハ18:16, 18, 25「ペトロ」、ヨハ20:11「マグダラのマリア」）
イエスの家族（マタ12:46 // マコ3:31、ヨハ19:25「イエスの母たち」）、群衆（マ
タ13:2、ルカ4:29, 23:1, 35）取税人（マタ9:9「マタイ」、マコ2:14 // ルカ5:27「レビ」、
ルカ19:8「ザアカイ」）、癒された人 （々ルカ5:25, 28「中風の人」）、律法学者やファ
リサイ人（ルカ10:25, 18:11）などがみられる。用例数から見ると、ルカは「立つ」
という動作への関心が高いこと、またヨハネは比較的関心が低くかつ受難復活
書の世界」別巻3）、講談社、1974年による。
35 Legum Allegoriae, III:38.
36 Flavius Philostratus, Vita Apollonii, 6:31.
37 6:5; 9:9; 12:42（2回）, 46, 13:2; 18:2; 20:3, 6; 21:21, 24:7, 15; 26:46, 62.
38 2:14; 3:3, 31; 9:27, 36; 10:49; 11:23, 25; 13:9, 14; 14:42, 60; 15:39.
39 1:11, 19; 2:34; 4:9, 29; 5:25, 28; 6:8（2回）; 8:20; 9:47; 10:25; 11:31, 32; 13:25（2回）; 17:12, 
19; 18:11, 13; 19:8, 24; 21:20, 36; 23:1, 35, 49; 24:12, 17.
40 3:29; 11:29, 31; 14:31; 18:16, 18, 25; 19:25; 20:11.
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物語にしばしば現れることが伺える。このような傾向はイエスについての用例
とも一致している。
　登場人物が「立つ」場所は一定しておらず、特定されていることも少ない。「平
らな所」（ルカ6:17）、「ゲネサレト湖畔」（ルカ5:1）などは特定されている僅かな
例である。
3.2　マルコ福音書における「立つ」イエス
　マルコ福音書において、イエスが「立つ」動作をする部分は1箇所のみである。
10:46でイエスたちがエリコを出て行こうとする際に、盲人バルティマイがイエ
スに呼びかける。そこでイエスは「立ち止まった」。10:52でイエスは「道中にあ
る」41ことが述べられており、イエスは移動の途中にバルティマイのために歩み
を止めたことになる42。
　マルコには癒しの奇跡が数多く見いだされるが、ここまでの全例において病
人たちは、もともとイエスが押していた場所にいた人たちか43イエスの元に連れ
てこられていた44。またイエスが癒しを行う際に「立ち止まる」という記述も他
には見られない。
　「立ち止まる」という動作は物語の筋の上で必ずしも必要ではないが、マタイ・
ルカでも削除されることなく伝えられており、イエスが「立ち止まった」とい
う点はそれなりに意識されて伝承されたと推測される。
　
3.3　マタイ福音書における「立つ」イエス
　マタイでは、イエスは2回「立つ」。まず20:32はマルコ10:46の並行箇所で文脈
も同一である。イエスが立ち止まるという表現については、マタイはマルコと
全く同じであり、マルコをそのまま受け入れていることが分かる。
41 新共同訳「なお道を進まれる」はかなりの意訳。
42 Cf. Evans, Craig A., Mark 8:27-16:20 （WBC 34B）, Nashville, TN: Thomas Nelson, 
2001, 133. 
43 マコ1:23, 3:1.
44 マコ1:32, 40; 2:3-4; 5:2, 22, 27; 6:55-56; 7:32; 8:22; 9:17.
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　27:11はピラトによる尋問の場面で、イエスは被告として立つ。これはマルコ
（15:1-2）やルカ（23:1-3）には無く、マタイ独自の描写である45。マタイはなぜ
この表現を加えたのか。上述のように、旧約および聖典外福音書において、「立つ」
はしばしば天使等の顕現において用いられている。マタイのこの箇所の場合に
おいても、ここでイエスがピラトの前に「立つ」ことを述べ、イエスが神的な
使者であること、また総督というこの世の権力に向かい合う存在であることを
示唆しようとした可能性がある。
3.4　ルカ福音書における「立つ」イエス
　「立つ」という表現はルカが好むものである。ルカ4:16では、イエスは会堂に
おける聖書朗読を行うために立ち上がった。これはユダヤ教の礼拝における習
慣であった46。
　ルカ4:38でイエスは会堂から去る。これは直接にはすでに会堂にいたこと（4:33）
に対応する。直後に、イエスはシモンの家に入る。ここでイエスはシモンのしゅ
うとめのために、彼女の枕元に立って47、熱を叱りつけた。同じペリコーペにお
いて、マルコでは彼女の「そばに行く」（1:31）とのみ述べ、マタイではそもそ
もそのような記述がない（8:14-15）。よって、この「立つ」動作はルカによる付
加である。イエスがそばに「立つ」ことにより癒しが行われる、という二つの
動作の連続が考えられる48。癒しに伴う「立つ」動作は、マルコ10:49の並行箇所
45 デ ヴーィス＆アリソンはこれを編集的移行句（editorial transition）と呼んでいる（Davis, W. 
D. & Allison Jr., Dale C, Matthew, vol.3: 19-28, London: T&T Clark, 1988, 581）。ブラウン
はここにマコ13:9の影響を指摘する（Brown, Raymond E., The Death of the Messiah, Garden 
City, NY et al.: Doubleday, 1994, 735）。
46 Strack, Hermann L. & Billerbeck, Paul, Kommentar zum Neuen Testament aus Talmud 
und Midrasch, Exkurse zu Einzelnen Stellen des Neuen Testaments, 1. Teil, München: C. 
H. Beck, 1928, 167.
47 ボヴォンはこの動作を、単に歩み寄っただけではなくイエスが彼女に対してかがみこん
だことも意味するというが、そこまで読み込む必要は特にないであろう（Bovon, EKK III/1, 
224）。
48 ノランドはこの表現に関して、イエスの実在や言葉のもつ権威に対応する視覚的なもの
をルカは探しているに違いないという（Nolland, John, Luke 1-9:20, WBC35A, Waco, TX: 
Word, 1989, 211）。
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であるルカ18:40であった。両者とも、イエスがそばに立つことに続いて、癒し
が行われている。
　ルカ5:1はイエスが湖畔に立っていたことを述べる。対応するペリコーペでは
マルコ・マタイともイエスが「歩いていた」となっており、ルカの独自性が見
られる。この立っている状態に続くのは、イエスが群衆に教えたという記述で
ある（ルカ5:4）。さらに5:4-11では豊漁の奇跡がなされる。またルカ6:17はイエス
が山から下りてきて平らな所に「立った」。その後に人々を癒し（6:18）を行い、
また弟子たちに教えた（6:20以下）。さらにルカ24:36はイエスの復活顕現であるが、
弟子たちの真ん中にイエスが「立つ」。この後に続く物語は、復活の奇跡を示し
（24:38-43）、教えを述べる（24:39-49）。この三者に共通するのは、イエスが「立っ
た」のちに教えや癒し、奇跡が続いていることである。すなわち、イエスの「立
つ」動作は一つの目印になっていると考えられる。
　ルカ22:45はイエスが祈りの姿勢から立ち上がったことを述べる。これは単純
な動作の描写であり、特に意味はないであろう。
3.5　ヨハネ福音書における「立つ」イエス
　ヨハネでは「立つ」動作が5例見られる。ヨハネ7:37は、イエスが祭りの終わ
りの日に「立ち上がって」大声で言葉を発したと述べている。「大声で」という
表現とともに、ここでの「立ち上がる」動作は強調であるとみなしてよい49。
　残り4例はいずれも復活顕現物語に属する。20:14はマリアが自分の後ろに「立っ
ている」イエスを認める。20:19, 26はいずれもルカ24:36との並行箇所であり、
イエスが弟子たちの真ん中に「立つ」。21:4ではペトロらが湖岸に「立っている」
イエスを見出す。いずれも、復活のイエスがそれぞれの復活体験者の前に「立っ
49 バーナ ドーは、イエスは通例のように座って教えていたが、続いて語る言葉を強調するた
めにここで立ち上がって叫んだ、と解説している（Bernard, J. H. A Critical and Exegetical 
Commentary on the Gospel according to St. John, vol. I  （ICC）, Edinburgh: T&T Clark, 
1928, 280）。
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ている」姿として現れる。マタイ（28:950）やルカ（24:36以外）には「立つ」姿
としてのイエスはなく、ヨハネの独自性が際立っている。
4　まとめ
　以上の考察を通して明らかになることは以下の通りである。
4.1 イエスが「立つ」という記述の歴史性
　上記の検討の結果、イエスが「立つ」という動作はほとんどの例で文脈上必
ずしも必要なものではないことが分かる。それにもかかわらず「立つ」という
表現が残されていることは、伝承としてのまとまりが強かったと考えられるが、
必ずしも歴史的事実であるとは言えない。他方、ルカでは他の共観福音書にな
い部分に「立つ」という表現が用いられていること、またヨハネでは復活後に
集中して現れるという特徴があった。これらの事実から考えると、「立つ」とい
う表現は歴史的事実の反映というよりも、福音書記者が自由に改変する余地が
あったことを示している。よって、史実を反映しているか否かという点は確証
できない。しかし福音書記者による文学的意図は観察しうる。それらを以下で
説明する。
4.2 イエスが「立つ」動作＝教え・奇跡の予告
　イエスが「立つ」という描写に続いて、教えや癒し、奇跡が述べられる。こ
れはルカ福音書において顕著であった（本稿3.4）。もちろん教えや奇跡の前に、
常にイエスが「立つ」わけではなく、イエスが「立つ」ことのない教えや奇跡
も多数見られる。しかしながら、「立つ」動作は前後の文脈から独立して存在し
ているのではなく、「立つ」ことがあってからその次の事象が起こる、という順
序は存在している。では「立つ」ことで何が示唆されているのだろうか。
50 新共同訳ではイエスが「立っていて」と訳出されているが、原語は「出会って」（田川建三
訳）の意である。
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4.3 神的存在の顕現としての「立つ」
　本稿2.2で確認したように、旧約聖書および同時代の関連文献において、今回「立
つ」意として検討した動詞 i[sthmi が天使等の神的存在の顕現を現す例がしばし
ば見出される。当時、「立つ」存在は神的存在であることを示すという一定の認
識があった。福音書においてイエスにおいて用いられる i[sthmi も、同様の流れ
の中にあると考えることができる。すなわち、イエスが「立つ」と描写することで、
イエス自身が神的存在であることを示唆している。イエスは神的存在として、
教えを語り、癒しや奇跡を行っているのである。
　この傍証として、正典福音書の成立年代から考えてみる。最古とされるマル
コでは、イエスが「立つ」動作はほとんど出てこない。続くマタイもほぼ同様
である。この両者でイエスが「立つ」と描かれないこと自体、続くルカ・ヨハ
ネが特徴的であることを示す。すなわちルカは「立つ」表現を書き加え、イエ
スが神的存在であることを強調していく傾向がみられる。より後代の成立であ
るヨハネでは、「立つ」イエスは復活後に集中することで、神的な意味で語られ
るものとなっている。このように、各福音書に見られるイエスの「立つ」は、
正典福音書の成立順序とも対応している。これは福音書を個別に検討するのみ
では得られない見解である。
　福音書におけるイエスが「立つ」動作の描写は、初期キリスト教の神学思想
の発展とも関連しているといえるだろう。
5 終わりに
　福音書におけるイエスの「立つという動作を総合的に検討した結果、この描
写はイエスに関する神学的思想の発展と関連していることが判明した。これら
はイエスが実際に「立った」か否かという史実性の有無を超えて、定型的な表
現として「座る」という描写が用いられることになっていく。
　本稿で検討したように、福音書における人物の所作の描写は、聖書解釈の上
で興味深い観点を与える題材となりうるものである。
